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稲麦用削耕・作溝不耕起播種機の大豆への適用

［要約］水田作栽培における労働時間の短縮と機械費の節減を可能とする不耕起直播栽培

技術を確立するため、開発した稲麦用不耕起播種機は、削耕機構を持ち、播種ユニットを

交換することで大豆播種ができる。
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［背景・ねらい］

三重県では、稲単作及び稲・小麦・大豆作を組み合わせた２年３作型のブロックローテ

ーション方式が展開されているが、水稲については自由化に対応するための低コスト化、

小麦・大豆には収穫期及び播種時期の湿害に対する生産の安定が求められている。

そこで、水稲栽培における労働時間の短縮を可能とする不耕起直播栽培技術を確立する

ため、稲麦用不耕起播種機を開発した（平成９年度）。この播種機を大豆の不耕起播種へ

適用する。

［成果の内容・特徴］

１．稲麦不耕起播種時は、作業幅2.5ｍ（条間25cm）の10条用であるが 、施肥・播（図１）

種部を取り外すことにより削耕機となる。

２．削耕部は、代かきハローをべースに全面に削耕用のＬ形爪と播種位置の両側３cmの位

置に直刃ナタ爪を配している。Ｌ形爪は表層を３cm程度削耕処理する。直刃ナタ爪は根

系の発達を目的に播種位置の両側に切り込みを入れ土壌の物理的改善を図る。

３．大豆播種には、稲麦用施肥・播種部を取り外し、大豆播種ユニット固定用の角パイプ

を取り付け、傾斜回転目皿式播種機を取り付ける 。（図１）

４．大豆播種時は、作業幅３ｍ（条間75cm）の４条播種である。削耕部は、幅14cmの部分

削耕とし、爪軸へ75cm間隔にＬ型爪と直刃ナタ爪を組み合わせて取り付ける 。（図２）

５．削耕部の爪軸のブラケットにはワンタッチ機構を用いているため、爪の脱着が容易に

できる。

６．大豆の播種作業は、作業速度0.85m/sの時、圃場作業量0.45ha/hであった。播種量は目

標値の102％で、苗立数は、14.9本／㎡、苗立率は98.4％である（ 。表１、２）

［成果の活用面・留意点］

１．稲麦大豆の各作物に利用できるため、機械費が低減できる。

２．大豆播種は不耕起播種を前提とするが、コンバイン跡等田面の凹凸がある場合は、Ｌ

型爪を全面に装着し事前に田面の均平を図る。




